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正田貝類の同定

1日 はじめに

中尾坊田・中尾新保谷内遺跡の試掘調査では、下層確認のため深掘りしたT75お よびT89において

貝層が認められた。そこで、堆積年代に関する資料を得る目的で、これらから採取された貝類を対象

として放射性炭素年代測定を実施した (Ⅲ。参照)。 ここでは、これら分析試料となった貝類の種類や

棲息場所に関する情報を得るために、貝類の種同定を行う。また、貝類を含む土壌中には比較的大型

の貝類の他に、貝以外の植物遺体も含まれていたことから、これらも合わせて同定を行う。

2E試料
試料は、T75お よびT89か ら採取された貝類を含む土壌 2点である。なお、試料採取層準について

は詳細ではないが、T75、 T89と も掘削深度 3～ 4m(標高約 1～ 2m)に位置する層準である。

3日 分析方法

肉眼および実体鏡により形態や殻表面の特徴を観察し、現生貝類標本および図鑑に基づき種の同定

を行なう。なお、貝類の種名および各部名称は奥谷ほか (2000)に よる。

4日 結果

貝類の同定結果および生態環境を表 1に示す。以下に、検出された貝類の特徴を試料別に述べる。

(1) T75

。微小巻貝類

比較的大型の貝類を包合していた土壌中に含まれていた微小な巻貝類 (腹足綱)である。螺塔は碁

形あるいは円錐形を呈する。海産の巻貝であるウミニナ科 Batill航idaeや フトヘナタリ科 Pot[mididae

の稚貝の可能性が考えられる。

・マガキ (Crassostrea gigas) イタボガキ科

汽水性内湾の潮間帯から潮下帯の砂礫底、泥底に棲む二枚貝である。比較的大型の左殻が検出され

た。殻は薄層が重なり全体として厚質である。外面のほぼ全体が固着面となっており、有機質の物質

が付着する。マガキは通常、殻長に対して殻高が大きい長楕円形を呈するが、底質や固着する地物に

より殻形が大きく変わるとされる (奥谷ほか,2000)。 本試料はマガキの特徴を有するが、殻高より殻

長が大きい楕円形を呈し、殻が外側に大きく反り、やや異形である。同じイタボガキ科のイタボガキ

やイワガキなども形態や特徴が類似するため、これらの標本との充分な比較をする必要がある。

・イセシラガイ (Anodontia edentula)ツキガイ科

潮間帯下部～水深20mの砂泥底に棲む二枚貝である。膨らみが強く、殻は薄い。殻頂部が太く前傾

し、餃歯は持たない。

・ヒメシラトリ (MacOma inco理即a) ニソコウガイ科

潮間帯から水深50mの泥底に棲む二枚貝である。前縁は九みを帯び、後縁は直線的である。膨らみ

はやや弱く、殻は薄い。後端がやや突出し、右にねじれる。

・アサリ (Ruditapes philippinarum) マルスダレガイ科

潮間帯中部から水深10mの砂礫泥底に棲む二枚貝である。後縁が長い楕円形を呈する。殻表は放射

細肋と輪脈により布目状となるが、本試料は摩滅のため放射細肋が不明瞭である。

・不明二枚貝

1点は全体の 1/2程度を残す破片である。殻は薄質で、膨らみが弱い。殻表は敷状の輪脈が密に

みられ、雲母様の光沢を持つ。内面には真珠光沢がある。
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その他、上記の貝類のいずれかに由来する可能性のある殻片がある。

(2) T89

。オオノガイ (Mya(Arenomya)籠naria oonog五 ) オオノガイ科

潮間帯の砂泥底に棲む二枚貝である。左右殻が合わさった状態で検出され、内部には砂が詰まって

いた。後縁が長い楕円形を呈し、膨らみはやや弱い。

・微小巻貝類

オオノガイ内部の砂中に含まれていた微小な巻貝類である。これらの形状から、内湾に棲むウミニ

ナ科 B�llariidaeや フトヘナタリ科 Potセmididac、 タマガイ科 Ntticidacな どの稚貝の可能性が考えられ

る。

・微小二枚貝類

オオノガイ内部の砂中に含まれていた微小な巻貝類である。複数種が含まれていると考えられる。

・カニ類・ウニ類 。フジツボ類など

オオノガイ内部の砂中から検出された。カニ類の脚片、ウニ類の棘片、フジツボ類の殻片などであ

る。

・ミズキ (COmus controversa Hemsley) ミズキ科ミズキ属

オオノガイ内部の砂中から核 (内果皮)力S検出された。淡褐色、偏球形で径 5 11ull程度。基部に大き

く深い孔がある。内果皮は厚 く硬 く、表面にはやや深い縦溝が数本走る。普通に生える落葉高木であ

り、鳥獣により散布される。

5日 所見

T75、 T89から採取された貝類を含む土壌から検出された貝類のうち、種が同定されたものは近海

産の貝類である。とくに、マガキ、イセシラガイ、ヒメシラトリ、アサリ、オオノガイの生態につい

ては、奥谷 (1983)に よれば、内湾―潮間帯に棲む貝類に分類され、1丁川の流入する塩分濃度の低い

干潟などで採集できる貝類とされている。

今回、分析対象となった貝類を含む土壌試料について、遺跡の位置や層序を検討することで、環境

に関する情報が得られると考えられる。

引用文献

奥谷喬司 (1983)『 自然観察シリーズ18 日本の貝』162p。 ,河 学ヽ館.

奥谷喬司・窪寺恒己・黒住耐二・斎藤 寛・佐々木猛智・土田英治・土屋光太郎・長谷川和範・濱谷
巌。速水 格・堀 成夫・松隈明彦 (2000)『 日本近海産貝類図鑑』奥谷喬司編,1173p.,東海大
学出版会.
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分  類 ―群 分 布 生 息1環・ 境 T 75 T 89

腹 足 綱 微 小 巻 貝 類 2 ◎

二枚貝綱

マ  ガ  キ
日本全土および東アジア

全域

汽水1生内湾の潮間帯か

ら潮下帯の砂礫底、泥

底

Li

イセシラガイ 陸奥湾から沖縄
潮間帯下部～水深20m

の砂泥底
R], R+

ヒメシラ トリ
九州から】ヒ海道、サ八リ

ン、アラスカ、カナダ

潮間帯から水深50mの

泥底
Rl.L5

ア  サ  リ
北海道から九州、朝鮮半

島、中国大陸沿岸

潮間帯中部から水深10

mの砂礫泥底
L]

オ オ ノ ガ イ
北海道から九州、朝鮮半

島、中国大陸北東岸
潮間帯の砂泥底 R]L]

二 枚 貝 類 +

微小二枚貝類 ◎

貝類以外

力二類・ウニ類

・フジツボ類な

ど

十

植  物 ミズキ (種実) ]

殻頂部の残るものをカウント R:右殻 L:左殻 十:片あリ ー:検出なし ◎ :カ ウントせず

分布および生息環境は奥谷ほか (2000)よ り51用

第 9表 貝類の生態と検出状況
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Ⅲ.放射性炭素年代測定
1日 試料と方法

地点i層準 前 1処 1理  ・ 調 整 測 定 1法

No l
T70

NQ 5地点,Ee層
木 片 酸―アルカリー酸洗浄,石墨合成  AMS法

木  片 酸―アルカリー酸洗浄,石墨合成  AMS法Nc1 2
T7]

NQ 7地点 , Ed層

NQ 3
T69

NQ 2地点,Ec層
木 片 酸―アルカリー酸洗浄,石墨合成  AMS法

酸エッチング】石墨合成 AMS法Nc1 4
T89

深度 3～ 4m

NQ 5
T75

深度 3～ 4m
貝 酸エッチング,石墨合成 AMS法

2日 測定結果

Fc年代

(寄
=B―
')

σや0
(‰ )

補正]tO年代

||(年 IBP)
暦 1年 |― 1代 (西暦)

測定Na

(Bletaぃ )

父点 i Cal BC 1400

2 σ iCalBC]440～ 1290

l σ i Cal BC 1420～ 1380

162294

Ncl] 3190」L40 -30.1 3110」L40

NQ 2 3740」ヒ40 -271 3710」L40

交点 i Cal BC 2130,BC 2080,  162295

i Cal BC 2060

2 σ i Cal BC 2210～ 1970

l σ i Cal BC 2140へ 2́030

父点 i Cal AD 770

2 σ i CalAD 680～ 880

l σ i CalAD 700～ 790

162296

No 3 ]280」L40 -26.6 1250」L40

交点 :Cal BC 4770

2 σ i Cal BC 4850～4690

l σ i CalBC 4800～ 4720

162297

No 4 5870」ヒ40 つ
０

∩
υ
＋

6280」ヒ40

父点 i Cal BC 4680

2 σ i Cal BC 4760へ 4́570

l σ i Cal BC 4710ヘン4620

]62298

NQ 5 5740」L40 +17 6180」L40
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1)ユ C年代測定値

試料の
MC/ワ C比から単純に現在 (A D 1950年 )か ら何年前かを計算した値。 tt Cの 半減期は国際

慣例に従って5568年 を用いた。

2)δ 13c測定値

試料の測定
望C/ワ C比を補正するための炭素安定同位体比 (BC/ワ C)。 この値は標準物質 (PD

B)の同位体比からの千分偏差 (%。)で表す。

3)補正望C年代値

δBC測定値から試料の炭素の同位体分別を知り、
望C/ワ Cの測定値に補正値を加えた上で算出した

年代。

4)暦年代

過去の宇宙線強度の変動による大気中
望C濃度の変動を較正することにより算出した年代。較正には

年代既知の樹木年輪の
ユCの詳細な測定値、およびサンゴの U―Th年代と

14c年
代の比較により作成さ

れた較正曲線を使用 した。最新のデータベース (‖INTCAL98 Radiocarbon Age Cnibrttio∬
i Stuiver et

al,1998,Radiocarbon 40(3))に より、約19,000年 BPま での換算が可能となっている。ただし、10,000

年BP以前のデータはまだ不完全であり、今後も改善される可能性がある。

lσ (680/O確率)お よび2σ (950/O確率)は、補正
望c年代値の偏差の幅を改正曲線に投影した暦年

代の幅を示す。したがつて、複数の交点が表記される場合や、複数のlσ 。2σ 値が表記される場合も

ある。

3日 所見

NE」 -21・ 中尾坊田遺跡 。中尾新保谷内遺跡において採取された木片および貝類を対象として、

放射性炭素年代測定を行った。その結果、No 5地点 (T70)の Ⅱe層で検出された木片はB P 3110±

40年、No 7地点 (T71)の Ⅱd層で採取された木片はB P 3710± 40年、No 2地点 (T69)の Ⅱc層で

採取された木片はB P 1250± 40年、T89の深度 3～ 4mで採取された貝はB P 6280± 40年、T75の深

度 8～ 4mで採取された貝はB P 6180± 40年 という放射性炭素年代が得られた。なお、血 7地点 (T

71)の Ⅱd層 と配 5地点 (T70)の Ⅱe層 については、プラント・オパール分析において稲作の行わ

れていた可能性が認められている。仮に両者が耕作層であったならば、この結果は従来いわれている

稲作の起源を大きく遡らせることになる。ただし、測定の対象となった試料がいずれも木片であるこ

とから、耕作によって下位層から巻きあげられたものである可能性も考えられるため、年代を議論す

るにあたっては慎重に検討する必要がある。
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/Jヽ 括

平成13年度に行った 4つの埋蔵文化財包蔵地と2つの遺跡の試掘確認調査の結果は、次の通りであ

る。

1.NE」 -13では、南西部分で古墳時代の集落を確認し、五十里沼田遺跡とした。本調査対象面積
は、約1,700♂である。また、今後の調査で、遺跡に隣接する板屋谷内A・ B・ C古墳群との関係が解

明されるであろう。

2.NE」 -14では、南東部分で縄文時代の遺跡を確認し、堂前遺跡とした。本調査対象面積は、約
834♂である。また、堂前遺跡は、平成13年度中に本調査も実施した。本調査の概要については、『埋

蔵文化財調査概要 平成13年度』を参照願いたい。
3.NE」 -20では、南西部分で古墳時代～古代の集落と中世の集落の2面の遺跡を確認し、中尾茅
戸遺跡とした。本調査対象面積は、古墳時代～古代の約2,700だ と中世の約1,400♂の一部 2面の廷ベ

約4,100♂である。また、南側の旧茅戸池付近に遺跡が拡がる可能性があり、今後試掘による確認が必

要である。

4.NE」 -21では、北側と南側の二つの中世の集落を確認した。北側を神明北遺跡、南側を大野江
淵遺跡とした。本調査対象面積は、神明北遺跡が約7,400ぽ、大野江淵遺跡が約16,700ぽの計約24,100

♂である。また、この両遺跡は文献に見られる阿努庄を解明する一つの糸日となるであろう。

5。 中尾坊田遺跡 。中尾新保谷内遺跡では、全体で古墳時代～古代の集落と中世の集落、 2面の遺跡

を確認した。遺跡の名称は、遺跡の内容が同質であることから中尾坊田遺跡の名を廃し、両遺跡を併

せて中尾新保谷内遺跡とした。本調査対象面積は、古墳時代～古代の約21,450♂ と中世の約21,450♂

の少なくとも2面の延べ約42,900ぜ である。

6。 NE」 -21のプラント・オパール分析では、T69で Ia・ ・ Ib・ Ⅱ

稲作の可能e層 。自然流路、T71で Ia・ Ⅱc・ Ⅱd層でプラント・オパールを高い密度で確認し、

性が高いことがわかった。

7.中尾坊田遺跡・中尾新保谷内遺跡の貝類の分析では、地表下 3～ 4m(標高約 1～ 2m)で採取
した貝類が、マガキ・イセシラガイ・ヒメシラトリ・アサリ。オオノガイなどであると判明した。こ

れらは、年代測定から今から約6,100～6,300年前は、この付近の地形が干潟であることを示す材料と

なった。

V

＼

Ib・ Ⅱc層、T70で Ia
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高岡市堂前遺跡・五十里沼田遺跡  (1:25,000)

氷見市大野江淵追跡・神明北遺跡・中尾新保谷内遺跡 。中尾茅戸遺跡  (1:25,000)

第13図 試堀調査により新たに確認された遺跡の位置
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(2000年撮影 )
NEJ-13。 NEJ-14航 空写真
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Tl 南から22m付近遺構検出状況 (南東から)

T2 南から5m付近土層断面 (南西から) T3 作業風景 (南から)

出土遺物 (写真中の番号は第4図 と対応)

図版 2 NE」 -13
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Tl 作業風景 (北から) T2 完掘状況 (東から)

、茶
｀
'-1  ●: .∵

T3 東から6m付近土層断面 (北 から)

饉 鸞

出土遺物

T4 東からlm付近土層断面 (北から)

T5 南から13m付近土層断面 (東から) 東から9m付近土層断面 (北から)

図版 3 NEJ-14
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図版 4 NEJ-20・ NEJ-21。 中尾坊田遺跡 。中尾新保谷内遺跡航空写真 1(1953年撮影)
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図版 5 NE」 -20。 NEJ-21・ 中尾坊田遺跡 。中尾新保谷内遺跡航空写真 2(2000年撮影 )
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Tl 南から1～ 5m付近遺構検出状況 (北 から) T2 東から4m付近土層断面 (南から)

T4 北から16m付近土眉断面 (西から) T9 作業風景 (北から)

出土遺物 (写真中の番号は第7図に対応 )

図版 6 NEJ-20

A
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T8 北から25m付近遺構検出状況 (東から) Tll 北から17m付近遺構検出状況 (東 から)

T65 東から1～ 5m付近土層断面 (北西から) T70 プラント・オパール試料採取状況 (東から)

|`キ

|lititt‡‡t孝‡章章‡‡|||||||||1士IⅢ
l

出土遺物 (写真中の番号は第10図 と対応)

一簿
一

06

図版 7 NEJ-21
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北から10m付近遺構検出状況 (北西から)

鯵
撃産   5

け
7

出土遺物 (写真中の番号は第12図に対応

図版 8 中尾坊田遺跡 。中尾新保谷内遺跡

T86 東から17m付近遺構検出状況 (南東から) T91 作業風景 (西から)
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ススキ属型
No 7地点、Ⅱd層

。オパールの顕微鏡写真 (1)
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Nα 3地点、Ic層
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No 6地点、Ⅱc層
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No 6地点、Ⅱe層

図版10 プラント・オパールの顕微鏡写真 (2)
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|― ,テ
オ

チゎ″
注
ｒ
腺
」
▼

1.マ ガキ左殻 (T75,3～ 4m下 )a.外面 b 内面
3.ヒ メシラ トリ左殻 (T75,3～ 4m下 )a.外面 b.内面
5.オ オノガイ左殻 (T89,3～ 4m下 )a.外面 b.内面
7.微小巻貝類 (T7513～ 4m下 )
9.微小二枚貝類 (T8913～ 4m下 )

図版11 中尾坊田遺跡・中尾新保谷内遺跡出土貝類写真

尊
(1,5)   (2～ 4,6)    (79)

2.イ セシラガイ右殻 (T75,3～ 4m下 )a.外面 b.内面
4.アサリ左殻 (T7513～ 4m下 )a.外面 b.内面
6.不明二枚貝 (T75,3～ 4m下 )a.外面 b.内面
8.微小巻貝類 (T39.3～ 4m下 )

坤
111r

懇 撃
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所収遺跡名

ふ りが な

所 在 地

コ  ー   ド 】ヒ    糸革 東  経 調査期間 調査面積

m

調 査 原 因

市 町 村 遺跡番号
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０
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(対象
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建設に伴う試

掘確認調査
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６

　

４

３

　

４

　

５

ワ
イ

　

９

）

９

，

つ
０

　

区
υ

20010730

20010731

90

(対象

3,700)
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所収遺跡名 種 】J 主 な 時 代 主 な 遺 構 主 な 遺 物 特 記 事 項

NE J -13 集  落 古墳 溝・土坑・谷 土師器
い か りぬまた

五十里沼田遺跡とする

NE」 -14 集  落 縄文 な し 縄文土器
どうまえ

堂前遺跡とする

NE」 -20 集 落
古墳～古代 溝・土坑 須恵器・土師器

中尾茅戸遺跡とする
中世 溝・土坑 珠洲 。中世土師器

NE」 -21 集 落 中世
溝・土坑・柱穴

自然流路

珠洲・青磁・白磁

中世土師器

神明北遺跡・大野江淵遺跡とす

る

中尾坊田・

中尾新保谷

内遺跡

集 落
古墳～古代 溝・土坑・柱穴 須恵器・土師器 なか お じん は や ち

中尾新保谷内遺跡とする

中世 溝・土坑・柱穴 珠洲 。中世土師器
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